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英語 教材の作成と活用CAI
大学受験のための英語学習における－

－英単語等の基礎的事項の定着を目指して

特別研修員 十文字 基幸（群馬県立館林高等学校）

《研究の概要》

本研究では、大学受験のための英語学習において英単語等の基礎的事項の定着を目指し

て、英語 教材を作成した。フリーソフト「 」を利用し、大学受験のためCAI 5TQ evolution
に必要と思われる英単語や英熟語を1,883問収録している。そして、課外授業等で活用する

ことにより、楽しみながら学習できるとともに、自ら学ぶ姿勢と大学受験に役立つ基礎的

な英語力が身に付くことを検証した。

【キーワード：英語－高 英語 英単語 英熟語 ドリル 大学受験】

Ⅰ 主題設定の理由

英語の学習において最も重要なことは、音声や文字に自己の意志を託して自己表現をするこ

とであると考える。しかし、記憶しなければならない事項の膨大さによって自己表現にたどり

着く前に挫折してしまうことが少なくない。また、英語においても国語における漢字書き取り

のような学習方法が重要であると考える。しかし、生徒はそのような学習方法を苦手とする者

が多いことも事実である。

本校は普通科進学校であり、ほぼ全員の生徒が大学進学を希望している。大学の多くがマー

ク方式の試験を導入している現在、英語学習における基礎的事項として、一見して意味を認識

できる語彙、文法事項、イディオムの多さが求められている。それにもかかわらず、年々、知

識量の少なさが目立つ生徒が増加しているように思われる。

本校の英語科指導においては、教育課程、教材の精選及び指導内容等に質的、量的工夫がな

されている。しかし、生徒が主体的にそれを受け入れ、積極的な態度で学習しているのかは疑

問視する声も聞かれる。知識伝授型の授業が生徒の主体的学習態度の育成を阻んでいるとも考

えられる。生徒が自ら学び積極的に問題を解決していく授業への変容が必要であり、我々教員

が「教授する者」から「自学の手助けをする者」に変わるための努力、工夫が急務である。

本年度、高校において教科「情報」の授業が始まった。それにともない本校のコンピュータ

ルームが一新された。このコンピュータルームを英語の学習で有効活用したいと常々感じてい

た。そこで大学受験のための英語における基礎的事項の定着を目指した英語 教材を作成CAI
しようと考えた。

英語の学習指導に 教材を導入することは非常に有効な手段であると思われる。今までCAI
各生徒個人の努力に委ねられていた英語における繰り返し学習に、 教材を提供することはCAI
英語の学習指導に役立つと確信している。また、 教材が生徒に主体的で自己のペースにあCAI
わせた学習を可能にすると考え、本主題を決定した。

Ⅱ 研究のねらい

大学受験のための英語の基礎的事項を、生徒が主体的にかつ効率的に学習できるようにする
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ために、生徒が繰り返し学習できる英語 教材を作成し、活用を通してその教材の有効性CAI
を検証する。

Ⅲ 研究の見通し

１ クイズ形式で問題を作成すれば、生徒が楽しみながら学習できる英語 教材が作成でCAI
きるだろう。

２ 教材のコンテンツを日々の豆テストや宿題と連動させて、課外授業の場面等で活用すCAI
れば、自ら学ぶ姿勢と大学受験に役立つ基礎的な英単語及び熟語を身に付けさせることがで

きるだろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 英語 の概要CAI
(1) 基本的な考え方

ア フリーソフトを活用して作成することによって、アプリケーションソフトの有無にとら

われずに使用することができる。

イ クイズ形式に対応できるフリーソフトを利用する。

ウ 大学受験に必要な英語の語彙を強化するために、できるかぎり問題数を多くする。

エ 文法事項については内容を必要なもののみに精選し、焦点を絞る。

オ 大学受験英語に必要と思われる事項については、全てを網羅したものにする。

カ 現任校の英語科職員が、生徒に是非覚えさせたいと考える英単語・熟語を精選して、問

題データを作成する。

キ 自習時や課外授業などで生徒が一人でも自主的に本教材を活用できるように工夫する。

(2) 英語 の構成図CAI
（操作モード選択） （モード選択） （内容）

ノルマクリアモード ・ステージごとに設定されているノル

問 一 マ数を答える。

題 人

デ で ボーダークリアモード ・ステージごとの出題数が限られてい

学 て、その限られた出題数のうち、規定

－

タ ぶ の問題数の正解を目指す。

選

択 二 制限時間サバイバル ・240秒以内にどれだけ答えられるか

・ 人 を競う。

読 で

込 学 練習モード ・ キーを押さない限り続く。ESC
ぶ

ランキング
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２ 英語 の内容CAI
(1) 問題データについての考え方

一般的に、 作りは、まず最初にソフト本体を作成し、その後対応データを作成するとCAI
いう手順を踏む。しかし、ソフト自体はどんなにインタラクティブで楽しいものであっても、

必ず飽きられるものである。その観点から、まずは問題データの内容を最優先して作り、その

内容を十分に吟味し、繰り返して学習するに値するレベルにすることが最も重要な課題である

と考えた。問題データの形式としては 形式、エクセルファイル、テキスト形式で作成しCSV
ておき、それを読み込ませる方法や、そのソフトに限定したデータ形式に即したもの等が考え

られたが、ファイル互換性という見地から、フリーソ

フト「 」の「ごたく」形式を採用した。5TQ evolution
これは、 の時代からのフリーウェアクイズソMS-DOS
フトの定番である「ごたく」の問題データ形式で、拡

張子は「 」である。８つのジャンルから問題を*.5TQ
構成しなければならないことや、問題表示部分及び解

答選択肢表示部分の文字数制限があるなど古さは否め

ないが、誰でも簡単に教材を作ることができるという

観点から現在でも利用価値が高い。

現在の英単語及び英熟語の問題数は、大学受験のた

めに必要と思われる1,883問である。

(2) クイズデータ選択画面（図１）

いくつかの問題データのファイル名が表示されてい

るが、全て暫定的に作成した英語学習用の問題データ

である。まずは各種設定を確認させた後、生徒にクイ

ズデータを読み込ませ、自分の学習したい内容（ここ

では「 ）を選択させる。J4000.5TQ」
デフォルトで「ゲーム中にマウスを使用する 「音」、

図１ クイズデータ選択画面楽を鳴らす 「 命令を使用する」にはチェックが」、 await
入っている設定になっている。コンピ

ュータに不慣れな生徒にも扱いやすい

ように、マウスを使用する設定にした。

また、音楽もリラックスして学習でき

るという観点からチェックを入れた。

音楽は ファイルを画面に応じてMIDI
演奏させるものである。勤務校の校歌

を ファイル化し、演奏させるよMIDI
うにすることも可能である。

(3) モード選択画面（図２）

「一人で遊ぶ」をクリックすると、

次に「モード選択」画面になる。画面

の右側だけがわり 「ノルマクリアモ、

図２ モード選択画面ード 「ボーダークリアモード 「制限」、 」、

時間サバイバル 「練習モード」を選ぶ」、

ことができる。各モードにおいて様々な特徴があるが、最も難関なモードが「ノルマクリアモ

ード」になっている。以下 「ボーダークリアモード」を例として説明を行う。、
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(4) プレイ画面（図３）

フリーソフト「 」の5TQ evolution
仕様として各モード共通で、解答の

ための制限時間は10秒となっている。

また、問題は全てアトランダムに出

題されることになっている。問題提

示の順序については、最初に和文、

その後空欄のある英文が提示される

ようにした。学習者は、提示されて

いる和文を参考にしながら、英文の

中で不足している単語を選択肢から

番号で選ぶ。制限時間の10秒以内で

図３ プレイ画面（ボーダークリアモード時）正解を解答させることは 「いかに短、

時間で英文の構造を把握できるか」と

いう観点から、速読の訓練と英作文

の基礎固めに役立つと考える。

(6) 正解時の画面（図４）

正解時には「正解」であることが

画面の選択肢の部分に明示され、そ

れと同時に正解時用のチャイムが鳴

る設定にした。なるべく短い時間で

正解した方が高い点数を得ることが

できる。制限時間内に答えが選べな

かった場合は 「時間切れ」の表示、

が選択肢画面に表われ、やはり時間

切れを表すチャイムが鳴る設定にし

図４ 正解時の画面（ボーダークリアモード）た。

チャイム音は ファイルであWAVE
るため他の音声などを利用すること

もできるが、いつでも同じ環境で使

用できるように、デフォルトのまま

チャイム音に設定した。

(7) 不正解時の画面（図５）

不正解時には「不正解」であるこ

とが画面の問題表示の部分に明示さ

れ、それと同時に不正解時用のチャ

イムが鳴る設定にした。また、同時

に正解がどれであったかが選択肢の

正解番号に○で表示される。学習者

に対してのリアクションとしては単

図５ 不正解時の画面（ボーダークリアモード）純なものであるが十分であると考え

る。

(8) ランキング画面（図６）

学習の最後及び操作モード選択画面のランキングでは各モードでの上位者が表示される。競
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争心が生徒間の学習意欲を高めてく

れればと考える。

３ 実践の結果と考察

(1) 生徒の実践の結果（Ⅰ）

－本 教材使用後の感想－CAI
１年生84名及び国立大学進学クラ

スの３年生203名を対象にして授業実

践をした。そして、本 教材の使CAI
用後に、対象生徒にアンケート調査

を行った。アンケートには１～５の

図６ ランキング画面５段階の数字で答えさせ、数字が高い

ほど評価が高いも

のとした（図７ 。）

本問題データは、

大学受験用のもの

であるため１年生

にとっては難しす

ぎた。そのため別

の問題データで授

業を実施し、使用

後にアンケート調

査を行った。なお、

項目中の「朝課外」

とは、本校で行わ

れている全員参加

の大学進学のため

の課外授業を指す。

(2) 考察（Ⅰ）

高校の入口に立

っている１年生と

出口に立っている

３年生とでは、自

分なりの学習方法

を確立している３

年生が、本CAI教

材に対してより客

観的な厳しい見方

をすることを予想

していた。例えば、

図７ アンケート結果アンケート結果の

「読解力がつくと

思う」の項目では、４と５を選んだ生徒は１年生が78.5％に対して３年生は61.9％とやや低い

ことがわかる。このことは、３年生になると難しい長文などに接する機会が多くなるため、単

１年生アンケート結果

0% 20% 40% 60% 80% 100%

こんな素晴らしい勉強法は他にない

学校の定期試験の役に立つと思う

大学受験の役に立つと思う

あっという間に時間が過ぎた

文法力が付くと思う

集中力が付くと思う

読解力が付くと思う

速読力が付くと思う

英単語力・英熟語力が付くと思う

通常授業でもやって欲しい

朝課外でもやって欲しい

英語力がつくと思う

効率的に学べる

繰り返し学ぶことが苦にならない

押しつけでなく自ら学べる

楽しみながら学べる

5　大いにそう思う　

4　そう思う

3　普通

2　あまりそう思わない

1　そう思わない

３年生アンケート結果

0% 20% 40% 60% 80% 100%

こんな素晴らしい勉強法は他にない

学校の定期試験の役に立つと思う

大学受験の役に立つと思う

あっという間に時間が過ぎた

文法力が付くと思う

集中力が付くと思う

読解力が付くと思う

速読力が付くと思う

英単語力・英熟語力が付くと思う

通常授業でもやって欲しい

朝課外でもやって欲しい

英語力がつくと思う

効率的に学べる

繰り返し学ぶことが苦にならない

押しつけでなく自ら学べる

楽しみながら学べる

5　大いにそう思う　

4　そう思う

3　普通

2　あまりそう思わない

1　そう思わない
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文だけでは読解力向上に結びつかないと考える生徒が多かったと分析できる。

しかし、本研究では、まず第一に「楽しみながら、学習できること」を目標にしてきた。ア

ンケート結果から 「楽しみながら学べる」の項目で４と５を選んだ生徒は１年生が90.4％、、

３年生が92.4％となっている。このことは、学年を問わず、楽しみながら学習できた生徒が多

かったことを示している。

第二に「自ら学ぶ姿勢と大学受験に役立つ基礎的な英単語及び熟語を身に付けさせること」

を目標とした 「押しつけでなく自ら学べる」の項目で、４と５を選んだ生徒は１年生が83.3。

％、３年生が89.9％であり 「英単語力・英熟語力が付くと思う」の項目で、４と５を選んだ、

生徒は１年生が83.1％、３年生が80.5％であった。両学年とも両項目では高い割合を示してい

る。これらのことから、本 教材により自ら学ぶ姿勢と大学受験に役立つ基礎的な英単語CAI
及び熟語が身に付けられることが分かった。

(3) 生徒の実践の結果（Ⅱ）－継続使用した生徒の得点推移－

「大学受験に

役立つ基礎的な

英語力が身に付

くこと」を検証

するために、本

校３年生の生徒

に協力してもら

い、制限時間サ

バイバルモード

で12日間毎日、

本 教材を使CAI
い続けた場合の

点数の推移を分

析した。得点は

１問正解ごとに

、1,000点であるが

図８ S君の得点推移１秒経過するごと

に100点削減され

る。よって、４秒後に正解すれば600点、８秒後に正解すれば200点となる。また、制限時間サ

バイバルモードは、解答のための制限時間が誤答ごとに全体の解答持ち時間から10秒ずつ削ら

れる仕様になっているので、得点の変動が大きくなることもある。

調査に協力してくれたＳ君は、私立理系大学に進学を希望している３年生の生徒である。英

語が得意で学年の中でも上位の英語力を持っているにもかかわらず、単語力が乏しいことを自

覚していた。

、 、 「 」 、平成15年10月21日から11月４日にかけて 自宅にて 毎日 制限時間サバイバルモード で

「 」 。 、問題データ を行ってもらった時の得点推移が図８である 特徴的な事柄としてJ4000.5TQ
始めは順調に回数を重ねるごとに得点が伸びていくが、一定のところで点数の落ち込みが見ら

れるという点である。具体的には10月29日に落ち込みが見られ、その後また上昇に転じている

ことが分かった。

(4) 考察（Ⅱ）

、 、 。1,883問という問題数は 大学受験用英単語集のそれとほぼ同程度なため 量としては多い

その中からアトランダムに出題されるため、偶然知らない単語ばかりが出てきてしまう時が必

Ｓ君の得点

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

10/21 10/23 10/25 10/27 10/29 10/31 11/2 11/4

得点 9,900 10,130 12,300 22,000 18,050 35,000 26,030 9,360 12,600 22,380 25,740 29,420 
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日
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日

10月23

日

10月24

日

10月25

日

10月26

日

10月28

日

10月29

日

11月1

日

11月2

日

11月3

日

11月4

日
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ずある。そうなると途端に厳しい点数になってしまうことが考えられる。生徒が飽きないよう

に単語数を多くすることが基本的なコンセプトの中にあったので、偶然知らない単語ばかり出

。 、 、題されるということは十分あり得る 落ち込みの部分は見られるが 点数は上昇しているので

生徒の英単語等の基礎的事項の定着に効果があったと考える。

Ⅴ 研究のまとめと今後の研究計画

本研究では、大学受験のための英語学習において英単語等の基礎的事項の定着を目指した英

語CAI教材を開発することが出発点であった。開発のための開発になることを避けるために充

実した問題データの作成に重きを置き、その後詳細に検証を行うことにより、実際の授業に役

に立つための実践的な研究ができたと考えている。今後、継続的かつ長期的な検証を重ね、よ

り有効な英語CAI教材を自らの手で開発できればと考えている。
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